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容器形態 検査項目 
保

存
検体取り扱い方法 

（ラ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内容 

グアニジン塩酸塩 

貯蔵方法 室温 

 

有効期間 1 年 

 

クラミジアト

ラコマティス

ＤＮＡ 

冷
蔵

 

スワブ検体採取セット附属の 1 本

目のスワブで子宮頸管とその周辺

部の過剰な粘液を充分拭い取りま

す。 

附属されている 2 本目のスワブを

子宮頸管内に挿入します。同じ方向

にそっと 5 回スワブを回します。 

淋菌ＤＮＡ 

専用容器のキャップを開け、採取し

たスワブの先端の綿球が容器内の

溶液に漬からないように注意しな

がら入れ、柄につけられた黒い線を

専用容器の縁に合わせます。 

専用容器の縁を利用して、スワブの

柄 に つ け ら れ た 線 で 折 り 入 れ

キャップをしっかり閉め、冷蔵保存

にて提出してください。 

 
容器形態 検査項目 保存

（リ） 

 
滅菌スポイト 

滅菌カップ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

内容 

グアニジン塩酸塩 

貯蔵方法 室温 

 

有効期間 1 年 

 
 
 

クラミジアトラコマティス DNA 

淋菌 DNA 
冷蔵

●尿検体からの採取 

最後の排尿から少なくとも 1 時間以上経過後の初尿を採取してください。 

①滅菌済みカップに初尿を採取し、滅菌済みスポイトを用いて初尿を専用容器に移しま

す。 

②専用容器に記載されている 2 つのラインの間に収まるように初尿を加えてください。 

③専用容器のキャップをしっかりと閉めてください。 

④専用容器を 5 回転倒混和して冷蔵にて提出してください。 

 
 
 
 
 
 
●うがい液検体からの採取 

検体採取前の食事・うがい・歯磨き・ガムを噛むことなどは避けてください。 

①滅菌生理食塩水をカップに 15～20mL 入れ口に含み、顔を上に向けて 10～20 秒間、

勢いよくうがいを行ないます。 

②うがい液全量をコップに回収し、スポイトで専用容器に記載されている 2 つのラインの

間に収まるように添加します。 

③専用容器のキャップをしっかりと閉め、5 回転倒混和して冷蔵保存にて提出してくださ

い。 

 

 

 

 

 


